
高速評価 道路事業・街路事業の評価（案）

・客観的データによる定量的評価
・客観的データによる定量的評価

（定性的判断によるチェックを含む）

・５段階の評点化（ランキング・チェック
項目等による）

・複数の効果をひとつの指標で表現す
る場合には、最高値／平均値等によ
る評点化

総
合
評
価
の
手
法

・偏差値の算出（比較対象全評価区間
による相対評価）

・評価項目間の重み付けの設定
（複数の重み付けを設定）

・総合評価点の算出（偏差値×重み）

・国土開発幹線自動車道建設会議によ
る政策決定

・大項目単位での統合化（最高値／平
均値等による評点化）

・重視した点等について、「採択の理由」
に記述

指
標
の
ね
ら
い

・整備計画路線に対する相対比較

・事業の目的、実施環境等が概ね類似
しているため、一つの数値（総合評価
点）に統合化

・一般道においては、現道における様々
な課題や、都市機能や歩行者など多
様なユーザーサービスへの対応等、
事業ごと、地域ごとに異なる様々なニー
ズがあるため、それらの幅広い効果
に関する評価が可能となるような体系
とする.。

・評価体系の設定 ・評価体系の設定

・評価点に対してAA～Dのグループ分
け

・評価点に対してA～Dのグループ分け

参考資料２－１高速自動車国道の総合評価手法との比較


